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特許検索事例研究会 ～拒絶理由に学ぶ特許検索式の立案ノウハウ～ 

 

「演習問題２２：容器を充填する方法」の事例解説 

 

１．演習問題２２の内容 

演習問題２２の題材公報は「特表２０２０－５２１６８４：容器を充填する方法」です。

この特許出願の請求項１の新規性を確認するための検索式を検討してください。 

 

【発明の名称】容器を充填する方法 

【要約】機械の切換がほとんど若しくは全くない、及び／又は流体廃棄物がほとんど若

しくは全くない、連続する充填周期中に高速で、同一の又は異なる流体組成物を容器へ

と充填するために使用可能な、容器を充填する方法。 

【請求項１】 

容器８を充填する方法であって、 

流体組成物６０で充填される容器を提供する工程であって、前記容器が開口部１０を有

する工程と、 

容器充填組立体５を提供する工程であって、前記容器充填組立体が、一時貯蔵チャンバ

６５と流体連通している混合チャンバ２５、及び前記一時貯蔵チャンバと流体連通し、

分配ノズル９５と流体連通する分配チャンバ８５を備え、前記分配ノズルが前記容器の

前記開口部に隣接する工程と、 

２つ以上の材料４０、５５を前記混合チャンバ内へと導入し、前記材料を組み合わせて

流体組成物を形成する工程と、 

第１の流量にて前記一時貯蔵チャンバに前記流体組成物を移送する工程と、 

前記流体組成物を、前記一時貯蔵チャンバから前記分配チャンバ内へと移送し、かつ前

記流体組成物を、前記分配ノズルを介して第２の流量にて分配することであって、前記

第２の流量が、前記第１の流量とは独立して調節可能である工程と、を含む方法。 

 

そして、拒絶理由の中で、【請求項１】の新規性を否定するとして示された引用文献が１

件ありました。 

 

引用文献：特開平０６－０４６７５２ 

 

＜拒絶理由通知書に記載された審査官のコメント＞ 

本願の請求項１－５、１１、１４に係る発明と引用例の段落０００７、図７に記載され

た発明には、構成上格別な差異はない。 

また、引用例に記載された発明において、第２シリンダー１７をどの程度の速度で動か

すか、及びシャッター７の開きをどの程度とするかは、必要な充填速度に応じて当業者

が適宜決定し得た設計事項である。 

さらに、充填物（本願の流体組成物）を何にするかは、利用者がその目的に応じて適宜

選択し得たものである。 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2020-521684/DAAB2A1909F1492E6F4EE87DEC088E3BB7733C54D49785D7295782593F1927B4/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-H06-046752/1DF37BB7EEFF13F3FB896A90FC6922D819A672FBAC73A1F3B2C0C1578876A33D/11/ja
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皆様は、この引用文献を抽出することができたでしょうか？ また、どのような検索戦略

を立案すればヒットさせられるでしょうか？ 

 

２．発明の認定および題材公報と引用文献との対比 

まずは、調査対象とした発明の認定作業から行いましょう。 

今回は容器に流体組成物を充填する方法に関する発明を題材に選びました。題材とした公

報の出願人はＰ＆Ｇ社さんです。題材公報の従属請求項では、充填される流体組成物は、

衣服ケア組成物、食器洗浄組成物、表面ケア組成物、空気ケア組成物であるとされていま

す。私たちが知っている「アリエール」「レノア」「ボールド」「ＪＯＹ」「ファブリーズ」

といった商品を容器詰めする技術に関する発明のようです。 

今回の発明は、２つ以上の材料を組み合わせて液体組成物を形成し、その後に、容器に液

体組成物を充填する方法になります。 

 

請求項１では、混合チャンバで混合された液体組成物は、一時貯蔵チャンバと分配チャン

バを介して、分配ノズルから容器に充填が行われ、一時貯蔵チャンバに移送される流量と

は独立して、分配チャンバから容器に分配する流量の調整が可能であることが特徴になっ

ています。 

 

ここで、題材公報と引用文献に付与されている特許分類やキーワード表現の、一致点、相

違点について確認してみましょう。図１は題材公報と引用文献の対比表です。 
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図１ 題材公報と引用文献の対比表 

 

特許分類について比較してみると、ＦＩについては、分類コードが同一の共通付与された

題材公報 引用文献
特表2020-521684 特開平06-046752

出願日(優先日) 2017/6/8 1992/7/27
公報発行日 2020/7/27 1994/2/22

出願人 ザ  プロクター  アンド  ギャンブル  カンパニー 雪印乳業株式会社
発明の名称 容器を充填する方法 固液混合物の充填方法及び装置

図面

A23C9/133：果実または野菜を添加した発酵乳調製品
A23L1/04：ゼリー剤，例．ペクチン，アルギン酸塩，を含有するもの
A23L29/206：植物を起源とするゼリー剤または濃化剤を含有する食品

B01J4/02A：正確に計量された気体に関する試薬を供給する装置
B01J4/02B：正確に計量された液体に関する試薬を供給する装置

B65B3/04：・容器または入れ物に材料を充填する方法ま
たは手段

B65B3/12：・・機械的なもの，例．ピストンまたはポン
プ，によるもの

B65B3/24：充填を完全にするために容器または入れ物に注ぎ足すこと

B65B3/26：供給または充填された材料の量を制御するための方法または
装置

B67C3/20：注入される液体を計量する備えがある、液体または準液体の
びん詰め

3E018（3E118の旧分類）
3E079：瓶詰機；洗瓶ー密封ー一貫工程

4B001：乳製品
4B041：ゼリ－、ジャム、シロップ

4G068：供給、排出、か焼、融解、ガス発生

容器８ 容器８

充填 充填

混合チャンバ２５ 混合部７

一時貯蔵チャンバ６５ 溜まり部７

分配チャンバ８５ 溜まり部７

第１の流量、第２の流量 シリンダーの動作速度、シャッターの開き程度

キーワード

ＦＩ
(更新データ)

対比公報

Ｆターム
(更新データ)

3E118：基本的包装技術Ｉ（流動体の充填）
3E118 CA06：２種類以上のものを充填
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ＦＩはありませんが、「Ｂ６５Ｂ３／１２」の上位分類は「Ｂ６５Ｂ３／０４」であるこ

とから、「Ｂ６５Ｂ３／０４：容器または入れ物に材料を充填する方法または手段」を指

定すれば、題材公報と引用文献の両方がヒットすることになります。分類コードの内容を

確認する際に、常に前後（上位と下位）の分類を参照することを実施していれば、「Ｂ６

５Ｂ３／１２」から「Ｂ６５Ｂ３／０４」へ、たどり着くことはできたかと思います。 

 

Ｆタームについては、「３Ｅ１１８ＣＡ０６：２種類以上のものを充填」のＦテーマコー

ドが、題材公報と引用文献の両方に付与されています。その他、題材公報には、試料の供

給のＦタームテーマである「４Ｇ０６８」が付与され、引用文献には、「３Ｅ０７９：瓶

詰機」「４Ｂ００１：乳製品」「４Ｂ０４１：ゼリー、ジャム、シロップ」のＦタームテー

マが付与されています。 

 

キーワード表現について比較してみると、主要な概念のうち、「容器」「充填」「混合」に

ついては、題材公報と引用文献の両方で使用されていますが、題材公報で使用されている

「一時貯蔵」「分配」のキーワードは、引用文献では使用されていません。すなわち、こ

れらのキーワードを指定すると引用文献はヒットしません。 

このような事実を目の当たりにすると、キーワード検索における類義語展開の難しさや限

界を感じますが、逆に、スクリーニング対象となる母集合を作成する際には、「一時貯

蔵」「分配」の概念のキーワード検索は行わず、「容器」「充填」「混合」の概念のキーワー

ド指定でとどめておくという判断につながると思います。 

 

効果的に引用文献をヒットさせるためには、共通性が高い分類を見つけ出し、検索式に採

用することと、キーワード指定を行う時には、類義語表現についてケアすることが必要と

なります。皆様は、共通性が高い特許分類を特定し、適切な類義語展開を実施することが

できたでしょうか？ 

 

３．検索報告書からの学び 

今回の題材では登録調査機関に検索外注が行われ、登録調査機関より検索報告書が作成さ

れていました。検索報告書の中では検索論理式やスクリーニングサーチの結果について報

告されているので、登録調査機関の調査員が、どのような検索アプローチを実施している

のかを確認できます。 

 

今回の調査は国内と外国の両方の調査が行われていましたが、国内特許については、Ｎ

ｏ．１～１３の検索アプローチが行われていました。実際に行われた検索論理式とヒット

件数を図２に示しました。 
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図２ 検索報告書の検索論理式 

 

Ｎｏ．１には、具体的な検索論理式の記載は無く、『－関連文献』との記載があるのみで

す。このような記載は初めて見たので、以前の「演習問題１３」にて紹介した『登録調査

機関による検索報告書の作成ガイド』を参照してみましたが、『－関連文献』に関する説

明は見当たりませんでした。 

関連文献の５０件について、今回の題材公報は公表公報でありパテントファミリーが存在

していることを踏まえて、自身の経験から推測してみました。題材公報には、国際公開公

報の７件を含む、４４件のパテントファミリーが存在していました。そして、国際公開公

報の巻末には国際調査報告書が添付されており、７件の国際公開公報で提示された先行技

術文献の件数は２１件であることが確認できました。パテントファミリーの４４件と国際

調査報告書で提示された先行技術文献の２１件を足すと６５件となります。この６５件か

ら重複を除去し、公知日から公知例とはならないものを除外すると５０件程度になるので

はないでしょうか？ 

このような事例を見ると、調査の過程で適合公報として抽出された文献が公表公報であっ

たときには、ファミリー公報の有無と、国際調査報告で提示されている先行技術を確認す

ることを忘れずに行うべきであると再認識させられました。 

 

Ｎｏ．２～７とＮｏ．１１～１２では、ＦＩとＦタームを単独、もしくは組み合わせて指

定した検索が行われています。題材公報と引用文献の両方に付与されている「３Ｅ１１８

ＣＡ０６：２種類以上のものを充填」が指定されていますが、引用文献には付与されてい

ない特許分類が掛け合わされており、引用文献はヒットしていません。 

Ｎｏ．８～１０では、キーワードを指定した検索が行われており、Ｎｏ．８の検索式で引

用文献がヒットして抽出されています。Ｎｏ．１３もキーワードを指定した検索式です

が、Ｎｏ．１～１２の回答集合の中で、流量の具体的な数値が記載されたものを２次的に

■検索論理式
年月範囲： 年 月 日～2018年6月7日
【Ｎｏ．】 【クレームＮｏ．】 【テーマコード】 【検索論理式】 【件数】

1 1-14 －関連文献 50
2 1-14 3E118 B65B3/26*BB21*CA06-Σ 29

3 1-14 3E118 B65B3/26*CA06-Σ 69

4 1-14 3E118 B65B3/26*BB21-Σ 129

5 1-14 3E118 B65B3/12*CA06-Σ 42

6 1-14 3E118 FA03*BB21*CA06-Σ 6

7 1-14 3E118 FA03*BB21-Σ 52

8 1-14 3E118 (混合+ミックス),10N,(チャンバ+タンク+室),30N,(ピストン+シリ
ンダ)/TX-Σ

9

9 1-14 3E118 エア,5C,ポンプ,30N,(充填+ノズル)/TX-Σ 25

10 1-14 3E118 エア,5C,ポンプ/TX 21

11 1-14 4G068 B01J4/02@B*AD24-Σ 206

12 1-14 4G068 B01J4/02@A*AD24-Σ 3

13 9,10 Σ*流量,30N,(ｍ+ｌ+Ｌ+リットル)/TX 57
スクリーニング件数合計： 698
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検索しており、流量を数値限定した、請求項９と１０に対する先行技術を抽出しようとし

ています。 

 

次に、スクリーニングが行われた結果を図３に示しました。国内特許調査により、５件の

文献が抽出されました。Ｎｏ．３の【提示文献】は「Ｙカテゴリー（進歩性なし）」の文

献として抽出されていますが、審査官は単独で新規性なしの引用文献として採用していま

す。 

提示文献Ｎｏ．２は、【式Ｎｏ．】が「他」となっており、図２の検索論理式のＮｏ．が記

載されていませんが、国際調査報告書にて示された先行技術文献の１つです。 

 

 

図３ 検索報告書のスクリーニングサーチの結果 

 

 

４．実行したい検索式の具体例 

今回の題材で実施できたら良いと思われる検索式の例をご紹介します。 

 

ＦＩ＝Ｂ６５Ｂ３／０４ 

×名称+要約+請求項＝（混合+混ぜ+ミキサ+ミックス+ミキシング） 

→ヒット件数:１００件 題材公報:○ 引用文献:○ 

「容器または入れ物に材料を充填する方法または手段」のＦＩ分類に対して、「混合」の

概念のキーワードを掛け合わせました。題材公報と引用文献の両方がヒットします。 

 

ＦＴ＝（３Ｅ１１８ＣＡ０６+３Ｅ０１８ＣＡ０６） 

×名称+要約+請求項＝（混合+混ぜ+ミキサ+ミックス+ミキシング） 

→ヒット件数:１０３件 題材公報:○ 引用文献:○ 

「２種類以上のものを充填」のＦタームの現行分類と旧分類に対して、「混合」の概念の

キーワードを掛け合わせました。題材公報と引用文献の両方がヒットします。 

 

 

 

■スクリーニングサーチの結果
【Ｎｏ．】 【提示文献の種別】 【対話型追加文

献の種別】
【提示文献】 【代表カテゴリ】 【式Ｎｏ．】

1 特許文献 特開平０８－１５６９０２号公報 Ｙ１ 8

2 特許文献
米国特許出願公開第２０１５／０３７
４６０９号明細書

Ｙ２ 他

3 特許文献 特開平０６－０４６７５２号公報 Ｙ３ 8

4 特許文献 特開２０１１－１２６５９７号公報 Ｙ３ 10

5 特許文献 特表平０８－５１０９７９号公報 Ｙ３ 13
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名称+要約+請求項＝（混合+混ぜ+ミキサ+ミックス+ミキシング） 

×名称+要約+請求項＝（チャンバ+槽+タンク） 

×名称＝充填 

×全文＝流量 

→ヒット件数:１２６件 題材公報:○ 引用文献:○ 

発明の要部に、「混合×チャンバ」の概念のキーワードを含み、さらに、名称中に「充

填」の概念のキーワードと、全文中に「流量」の概念のキーワードを含むものを指定し

た、キーワード指定のみの検索式です。題材公報と引用文献の両方がヒットします。 

 

 

６．今回の事例から学んだポイント 

今回の演習課題への取り組みにより得られた知見をまとめます。 

（１）特許分類を検討する際には、予備検索で把握された適合公報の上位の分類を指定し

た検索ラインを検討する。 

（２）適合公報が公表公報であった際には、パテントファミリーと国際調査報告書で提示

された先行技術文献を確認する。 

 

調査テーマに合致した適合公報が公表公報であった場合には、その公報に付与された特許

分類や、調査概念を表すキーワード表現の確認に止まらず、パテントファミリーや国際調

査報告書などの付加情報を芋づる式に引っ張り出すことを忘れないようにしたいですね。 

 

－以上－ 


